
那須一貴(2018)「地域の魅力度と地域での経験価値が観光客の満足度にと再来訪意向に及

ぼす影響に関する考察」『文教大学国際学部紀要』(2) pp.65-84 

 

要旨：地域の魅力度と地域での経験価値が観光客の満足度と再来訪意向に及ぼす影響につ

いて「地域ブランド戦略サーベイ 2013 地域編」のデータを使用し、検証が行われた。調

査の対象は日本全国の 16~69 歳の男女 18,547 人である。独自性・愛着度・購入意向・訪

問意向・居住意向の 5 項目を地域ブランドの要素として設定し、5 段階で評価している。

因子分析の結果、地域の魅力として地域特有の歴史、地域の経験価値として他の地域には

ない特別感な経験が得られることなどが訪問時の満足度および再来訪意欲に正の相関があ

ることが明らかになった。この研究により、観光地は地域独自の観光資源を活用し、他地

域との差別化をすることでより高い満足度と再来訪意欲が得られるということが示され

た。本研究では、観光地は地域独自の観光資源を活用し、他地域との差別化をすることで

より高い満足度と再来訪意欲が得られるということが示されたが、観光客に外国人が含ま

れておらず、因子分析しかされておらず、変数同士の因果関係が明らかにされていないと

いう点に限界があると考える。 

 

感想：伝統芸能班では、同志社大学にて開催されている WEST 論文大会に出場している。

昨年出場した際の論文のテーマは“京都市での伝統文化体験が観光客の満足度に与える影

響”とし、私たちが活動の軸として置いている京漆器の体験はじめ、京都での伝統文化体験

の重要性を示唆するために研究を行った。京都での伝統文化体験は京都の観光資源を生か

したものである。そこで研究を進めるにあたって、地域の観光資源に関する先行研究が必

要となり、那須(2018)を採用した。 

 那須(2018)を読んでみて、やはり地域の歴史や経験価値といったものは、そこでしか手

に入れることができない貴重なものであり、それが魅力度や再来訪意欲につながってお

り、これらの重要性が認識できた。伝統芸能班が活動を行っている京都は、日本が世界に

誇る歴史・文化が今もなお現存しており、年々増加傾向にある外国人観光客数からもその

魅力度の高さは容易に想像がつくだろう。一方で、多くの外国人観光客が特定の場所に詰

め寄せたり、歴史的建造物を見るばかりで人と人との交流が希薄になっていたりという声

を聴く。今後も京都が世界に誇れる観光都市として発展していくには、京都の歴史・文化

を生かしつつ、他とは一味違った新たな観光を提供していくことが重要になるだろう。 


